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ティーチング・ポートフォリオ
で得られること
【対談】ティーチング・ポートフォリオ・チャートは 
教員に何をもたらすか─ワークショップに参加してみて
北浦益代・栗田佳代子
教育の質を問うティーチング・ポートフォリオを 
あらためて俯瞰する　　栗田佳代子
大学全体で取り組むティーチング・ポートフォリオ　　
末次典恵

看護学部で取り組むティーチング・ポートフォリオ　　
宗正みゆき

教員の活動全体を可視化し振り返るための 
アカデミック・ポートフォリオ　　吉田　塁

【特別記事】
本校の看護専門学校 4年制化への道のりと展望　　森内みね子
島嶼保健看護の高度実践看護師教育の実際［前編］　　神里みどり他

【連載】
授業を良くする！　教育関連理論・2　　西野毅朗
専門家と市民の架け橋CoSTEP・5　　種村剛
リズムとからだ「うまくいく」と「うまくいかない」の謎・8　　伊藤亜紗
すべって，転んで，立ち上がるために　看護職生涯発達学から・8　　
佐藤紀子ほか

●今号から西野毅朗先生の『授業を良く
する！　教育関連理論』の連載が始まり
ました。読者の皆さんが学んだ看護理論
も同じでしょうが，理論は実践に活かさ
なければ意味がありません。けれども，
それが難しいから，誰もが「理論」と聞く
と眉をひそめるのだと思います。その点
を考え，西野先生は専門学校の先生方と
コラボして，実際の授業に理論をどう載
せていくか，理論のどこを授業に使えば
いいかを，実際に行っていただきながら，
執筆を続ける予定です。●誌面上には 3
人の先生をモデルとして登場させていま
すが，そのバックにはもっとたくさんの
先生方が重ね合わさっています。ですの
で，3人のなかで自分ともっとも近いと
思われる先生の気持ちに添って読んでい
ただければ，理論が，理解しにくいとこ
ろも含め，より身近に感じられるのでは
ないかと思います。ご期待ください。 
 ……大野
● 10年ぶりくらいにドラゴンクエスト
に取り組みました。ストーリーやキャラ
クターが魅力的で楽しめた一方で，取り
組んだ，と言いたくなるほど膨大な作業
で時間がゴリゴリと削られていきます。
ドラクエには，弱い敵でレベルを上げ，
相応のボス＝課題を倒し，進行とともに
敵も強くなっていく，という基本的な流
れがあります。段階的な学習の典型とも
言えるでしょう。●もちろん現実では，
自分の成長に合わせて課題が強くなって
くれるわけはなく，もっとも手ごわい課
題が案外身近にいることがよくありま
す。とはいえ，それを課題と認識し，対
処していく能力には，やはり段階的な成
長もあるのかな，という気もします。明
日の仕事に備えてゲームの電源を落とす
ことができるようになった，10年の成
長（？）と寂しさも感じつつ。 ……番匠
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「読む，書く，話す」で，教育力の
充実を

学生とつくる授業
学生がつくる授業

入学生の「読む，書く，話す」能力が，授業に参加するには不
十分であると感じることは少なくないでしょう。そのため，
初年次教育として，それらの能力を高めるためのプログラム
を取り入れる大学，専門学校は近年増加しています。これは
つまり，学生がそれまでに学んだことだけでは，専門教育に
ついていくのには足りないと判断されてのことです。翻って，
教員としての「読む，書く，話す」能力は，その先生がそれま
で学んだことで足りているでしょうか，教育者として授業を
行うのに十分でしょうか？　ただ，看護師の先輩としての立
場のみで「教育」にあたってはいないでしょうか？
大学では，設置基準の改正により，今年度より教員を含む SD
（Staff Development）が義務化されました。自分が学生や院生
として，あるいは専門家として学んだことだけで「教育」でき
るとする見方は通用しなくなります。当然専門学校において
も，教員には同様な能力が求められるでしょう。
弊誌ではこれまでも，看護教員の教育力 UPのための継続研修
の必要性について取り上げてきました。教育技法や教育理論
を学ぶことももちろん重要ですが，まずは教員としての「読む，
書く，話す」能力の向上から始めませんか？ それが教育力の向
上にもつながります。今回の特集の筆者らが学んできた，そ
してこれから学んでいくことを参考に，研修受講，研修企画
を進めていただけることを願っています。

■「話す」能力向上のためにも，「読む」「書く」力
の充実を …………………………戸田山和久

■専任教員養成講習会における「読む，書く，
話す」への取り組み ……………………………

福岡公香／高口みさき／田口恵美子
■教員という立場から，自ら学んだ「読む，書く，
話す」を見直す ………………………古都昌子

■「読む，書く，話す」を学ぶ機会を得て考えた
こと ………………………………日下部華苗

■「読む，書く，話す」力を身につけ，みがくた
めに ………………………………山口みのり

■さまざまな場で学んだ「読む，書く，話す（聞
く）」を教育現場で活かすために 鈴木由紀子

【2017年 7月号（Vol.58 No.7）】

リフレクションから授業研究
（レッスン・スタディ）へ

【2017年 6月号（Vol.58 No.6）】

実践知の学びを再考する 
“ わざ言語 ”

【2017年 5月号（Vol.58 No.5）】

「楽しい」解剖学を求めて

【2017年 4月号（Vol.58 No.4）】

思考にきく発問
【2017年 3月号（Vol.58 No.3）】

学生のセクシュアリティに 
向き合う

【2017年 2月号（Vol.58 No.2）】

キャリアを支援する赤十字看
護専門学校教員ラダー

「教育者主体」であった教育機関は，いま「学習者主体」に大
きく変わろうとしています。教員はただの「教える」存在か
らの脱却を求められ，教えられる存在だった学生が，自ら
学ぶ存在へと立場を大きく変えることになります。当然，
看護教育においてもその流れは同じです。
実際，学生が主体的に学ぶ試みとして，「学生参画型教育」
を取り入れる学校が増えてきました。文字通り，学生自身
が教育に参画する方法で，広くは先輩による後輩指導や，
PBLなどのようなグループワークも含まれます。さらに学
生主体を突き詰め，「授業」そのものを学生につくらせ，自
らが学ぶということに向き合わせるという方法をとる例も
現れてきました。今回は，そんな「学生とつくる授業」「学生
がつくる授業」の取り組みの実際を紹介します。
ここでは，学生が授業をつくる状況にまで導く教員の力が
必要です。従来の講義中心の授業よりも，時間も手間もか
かるかもしれませんが，自立した学生を育てるために，学
生「と」つくる授業へ，そして学生「が」つくる授業への発展
に，ぜひトライしてみてください。

■学生の「学び方」の意識を切り替える授業
─入学時ガイダンスに焦点をあてて
……水方智子／大谷弘恵／山之内由美／

木村緑
■学生が主体的に動くことで，授業はどう
変わるのか…………甘佐京子／米田照美
■精神保健における，学生とともにつくる
授業─協同学習の取り組みの現状と
課題……………鈴木啓子／平上久美子／

鬼頭和子／新里美智子
■学生がつくる授業は何をもたらすか─
『恋する学問』をとおして …………………
………………………三浦真琴／松田昇子

第 2特集　言葉の力
看護の岸辺で言の葉を想う　小玉香津子／【インタビュー】医療の言葉への危
惧と応援　外山滋比古先生に聞く／【インタビュー】同調圧力から逸脱しつつ，
生き延びていくための「言葉と勉強」─千葉雅也先生に聞く／【対談】気づ
ける身体をつくること─実践のことば化をめぐって　諏訪正樹・大谷則子
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